
１
ステップ 危険有害要因の洗い出し

危険有害要因の洗い出しは、
リスクアセスメントの最大の
ポイントです。・・・・

事業場で発生した過去の災害事例や下記の危険
有害要因の例などを参考にあなたの事業場で使用
している化学物質の危険有害性をリストアップし
ましょう。また、設備や新規の化学物質の導入、
変更など変化に応じて実施することが大切です。

「（危険有害要因が）～するとき、～したので、
（事故の型）になる。」 と具体的に表現します。

洗い出しのポイント

■有機溶剤等との暴露による中毒・・・・
■粉じん吸引によるじん肺発症・・
■酸欠危険場所での酸素欠乏症・・・
・

■騒音による難聴
■高温環境における熱中症

・・・など ・・・・・

化学物質の危険有害要因例

２
ステップ リスクの見積もり (評価基準例： )

どんな作業でどんな災害を受けるのか、リスクを見積りましょう。・・・・・

3
ステップ リスクの評価 (リスク優先度の設定)

リスクレベルを評価し、許容可能なリスクかどうかを判定しましょう。

◎誰が行うか
→事業者や現場
管理者が中心
となって、実施

◎リスクレベルを評価 し、リスクへの対応を決定します。

4
ステップ

リスクの低減対策の検討と実施
リスク低減の優先順位は次のとおりです。（１→２→３→４の順に）

１ 設計や計画での対策

２ 工学的な対策

３ 管理的な対策

４ 個人用保護具の使用

危険な作業の廃止、危険有害性の低い材料への変更、
より安全な工法への変更など マニュアル整備、立入禁止措置、ばく露管理、

教育訓練など

ガード、インターロック、安全装置、局所排気装置 １～３を講じても低減できなかったリスクに
などの設置 対してのみ実施

内容の記録
ステップ１から４の内容を記録し、保存しましょう。

さあ！ リスクアセスメントを
はじめてみましょう。（化学物質等）

安全！健康！快適に！ 大田労働基準監督署

→労働安全衛生法に基づく作
業環境が義務付けられている
場合はこの方法を用います。
(自主的実施の場合も含みます)

２ 作業環境測定を実施していない場合（化学物質・粉じん）

リスク＝①望ましい管理手法のポイント－②現在実施している管理手法のポイント

※この手法は、ILO/HSE コントロール・

バンディング法(簡単で実用的なリスクアセスメ
ント手法を取り入れて開発した有害性のある化学

物質の管理手法)を準用したモデルを用いて簡易
的にリスクを見積もる方法であり、あくまでも簡易的なリスクの見積りです。

有害性のレベルの区分(化学物質等)

第1

第2

第3

有害性のレベルの区分(粉じん)

①望ましい管理手法のポイント ②現在実施している管理手法のポイント

取扱量の区分揮発性・飛散性の区分

予想暴露量（EP）の判定

◎特定された化学物質・粉じんについて該当する有害性レベル、予想暴露量を下表により確認する。

＝ (リスクレベル：０～４)

化学物質、
粉じん

記録の例は次のページのとおりです。ステップ

５

１ 作業環境測定(暴露濃度測定)を実施している場合（化学物質・粉じん）



改善前
１ リスクアセスメント実施体制の確立

２ リスクアセスメント実施手順の作成

３ リスクアセスメント教育の実施

リスクアセスメントの実施へ！

経営トップの導入宣言 推進体制、メンバー役割

実施規程の作成 実施時期、実施対象の選定

ＲＡ責任者、推進者、 作業者への教育

導入への準備ステップ

～するとき、～したので、

～になる。（事故の型、

発症する疾病名で具体

的に表現する。)

「有害性のレベルと予測
暴露量の組み合わせポ
イント」と「既存の災害防
止対策のポイント」からリ
スクを割り出す。

具体的に対策を表現する。
安全な作業方法への変更、
化学物質の発散抑制措置、
適切な保護具の着用・・な
どの順から検討する。

リスクレベルが低減してい
ることを確認する。低減して
いなければ対策が不十分
→対策を再検討する。

改善後
発生した粉じんを
十分に捕捉できる
有効な局所排気
装置を設置する。

リスクアセスメント評価実施記録表（作業環境測定を実施していない場合の参考例）

適切な防じんマスク
（国家検定品）を着用
する。又、保護メガネ
を使用する。


